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司
祭
　
米 

村 

路 

三

《
恵
み
に
生
か
さ
れ
て
》

小
さ
な
生
命
を
見
つ
め
て

　
99
年
８
月
に
司
祭
に
叙
任
さ
れ
、
そ
の
翌
年

00
年
３
月
定
年
退
職
。
僅
か
８
ヶ
月
の
現
役
司

祭
と
し
て
の
働
き
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な

私
で
あ
っ
て
も
そ
の
後
、
神
の
恵
み
に
生
か
さ

れ
、
教
区
内
の
教
会
や
聖
路
加
国
際
病
院
の
上

田
・
ケ
ビ
ン
両
チ
ャ
プ
レ
ン
の
も
と
で
、入
院
中

の
人
々
の
た
め
に
奉
仕
し
て

い
る
。

　
こ
と
に
同
院
の
小
児
病
棟

で
、ケ
ビ
ン
チ
ャ
プ
レ
ン
と

共
に
「
が
ん
」
と
た
た
か
う

約
20
名
の
子
ど
も
た
ち
と
そ

の
家
族
の
た
め
に
、神
に
そ
の
癒
し
と
、慰
め
と

力
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
祈
る
日
々
で
あ
る
。

　
こ
の
病
棟
で
は
、「
ひ
と
り
の
こ
ど
も
を
ひ
と

り
の
人
間
と
し
て
、
ど
こ
ま
で
大
切
に
で
き
る

か
。」、ま
た
、子
ど
も
た
ち
に
か
か
わ
る
医
師
を

始
め
と
し
た
医
療
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
、
子
ど
も

た
ち
を
「
い
と
お
し
く
て
、
ほ
っ
と
け
な
い
。」

と
い
う
愛
の
心
を
も
っ
て
、
日
夜
治
療
に
あ

た
っ
て
い
る
。

　
私
た
ち
が
病
棟
に
行
く
と
、比
較
的
元
気
な
子
ど

も
た
ち
か
ら「
チ
ャ
プ
レ
ン
」、「
ケ
ビ
ン
」、「
ヂ
ィ
チ
ャ

ン
」な
ど
と
呼
び
か
け
て
く
る
。そ
し
て
、そ
の
子
ど

も
た
ち
と
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、お
話
を
し
た
り
し
て

ひ
と
時
の
慰
め
に
な
れ
ば
と
心
掛
け
て
い
る
。

　
し
か
し
、
今
も
、
も
う
治
す
こ
と

が
で
き
な
い
ほ
ど
病
気
が
重
く

な
っ
て
い
る
子
ど
も
も
い
る
が
、だ

け
ど
み
ん
な
一
生
懸
命
に
生
き
よ

う
と
し
て
い
る
。そ
の
そ
ば
に
い
る

私
た
ち
は
、「
人
は
、い
つ
か
は
か
な

ら
ず
命
の
終
わ
り
が
き
て
、死
ん
で
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
。そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、生
き
て
い
る
時
間
を
大

事
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。」と
い
う
こ
と
を
、た

く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
教
え
ら
れ
た
。

　
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、子
ど
も
た
ち
と
そ
の

家
族
の
た
め
に
神
に
祈
る
こ
と
の
み
で
あ
る
。

こ

　
　
投
げ
キ
ッ
ス
く
れ
る
患
児
の
笑
み
夏
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　      

　
　（
東
京
教
区
退
職
）
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今週・来週 の 予 定

　７月６日～１９日

　６（日）聖霊降臨後第８主日
主教巡回　東京聖テモテ教会

　７（月）フェスティバル礼拝部会
　８（火）銀座朝祷会
　 礼拝音楽委員会
　９（水）常置委員会
１０（木）エルサレム教区協働委員会
１１（金）聖職按手式前リトリート

　　　　　　　　　（ナザレ）
広報委員会

１２（土）聖職按手式（主教座）
１３（日）聖霊降臨後第９主日

主教巡回　神愛教会
１５（月）ランベス会議主教出張

（～８ /７）
１６（水）教役者レクイエム 　（主教座）

正義と平和協懇談会
正義と平和協運営委員会

１７（木）環状Ｇ牧師協議会
　　　　　　（立教諸聖徒）

１８（金）フェスティバルだしもの部会
城南Ｇ牧師協議会（三光）

１９（土）財政：会計委員懇談会

◇
７
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
ア
ジ
ア
学
院
の
働
き
の
た
め
▽
海

の
主
日
（
７
月
第
２
主
日
７
・
13
）

▽
聖
公
会
八
王
子
幼
稚
園
の
た
め
▽

女
性
の
家
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
の
た
め

《
奉
献
先
か
ら
》

　
　
ア
ジ
ア
学
院
の
働
き

　
１
９
７
３
年
栃
木
県
西
那
須
野
町

（
現
那
須
塩
原
市
）に
創
設
さ
れ
た
。

毎
年
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
太
平
洋

諸
島
か
ら
30
人
前
後
の
農
村
指
導
者

を
受
け
入
れ
、
９
ヶ
月
間
、
開
発
途

上
国
農
村
の
生
活
向
上
に
必
要
な
知

識
、
技
術
の
教
育
と
指
導
者
と
し
て

の
人
格
涵
養
の
た
め
共
同
体
生
活
の

場
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
有
機
農

業
に
よ
る
米
、
野
菜
の
生
産
と
家
畜

飼
育
を
通
じ
食
料
自
給
を
実
現
し
て

い
る
。
学
院
は
広
く
一
般
に
開
か
れ

て
お
り
、
全
国
、
海
外
か
ら
多
く
の

来
訪
者
を
受
け
入
れ
、
「
共
に
生
き

る
」
社
会
作
り
の
た
め
活
動
し
て
い

る
。
学
院
は
公
的
機
関
か
ら
の
補
助

金
や
助
成
金
を
受
け
取
る
こ
と
な

く
、学
院
の
使
命
、目
的
に
賛
同
す
る

国
内
外
の
団
体
、
個
人
か
ら
の
寄
付

金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
。

（
ア
ジ
ア
学
院
事
務
局
長
　
楠 

利
明
）

　
▽
７
月
の
定
期
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・

オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
　
＊
聖
パ
ウ

ロ
＝
11
日
（
金
）
12
時
20
分
、
小
島

弥
寧
子
　
聖
テ
モ
テ
＝
15
日（
火
）

12
時
30
分
、小
林
英
之
　
＊
神
田
キ

リ
ス
ト
＝
16
日
（
水
）
12
時
20
分
、

深
井
李
々
子
　
　[

各
30
分
程
度
・

入
場
無
料
］

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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▽
礼
拝
音
楽
委
員
会
《
聖
歌
集
を

歌
う
会
３
》
　
軽
井
沢
の
涼
風
の
な

か
青
空
に
祈
り
と
賛
美
を
…
、
８
月

８
日(

金)
～
９
日
（
土
）
、
立
教
女

学
院
軽
井
沢
キ
ャ
ン
プ
場
。
参
加
費

９
千
円
（
宿
泊
・
食
事･

旅
行
保
険

代
等
）
、
交
通
費
別
途
（
現
地
集
合･

解
散
）
。
申
込
締
切
は
７
月
20
日
。

各
教
会･

礼
拝
堂
へ
配
付
案
内
書
参

照
。
照
会
先
＝
清
瀬
聖
母
教
会･
℡

０
４
２
（
４
９
３
）
７
４
７
２
。

　
▽
全
国
青
年
大
会
・
沖
縄
　｢

そ

こ
に
キ
リ
ス
ト
は
共
に
い
る｣

の
主

題
の
も
と
８
月
20
日
（
水
）
～
23
日

（
土
）
、
今
年
は
沖
縄
で
開
催
さ
れ

る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
宿
泊
、
費
用
等

の
詳
細
は
各
教
会
・
礼
拝
堂
に
配
付

さ
れ
て
い
る
案
内
書
参
照
。
申
込
締

切
は
７
月
22
日
厳
守
。
ま
た
、
そ
の

た
め
の
第
２
回
目
の
事
前
準
備
会

（
関
東
地
区
合
同
）
が
７
月
12
日

（
土
）
14
時
、
大
宮
聖
愛
教
会
で
開

か
れ
る
。
照
会
等
は
教
区
事
務
所

宣
教
主
事
宛
（
中
村
真
希
担
当
＝

信
仰
と
生
活
委
員
会
青
年
支
援
部

会
・
聖
マ
ル
コ
教
会
）
。

◇
夏
期
キ
ャ
ン
プ
（
Ⅰ
）

▽
聖
愛
教
会
教
会
学
校
夕
涼
み
会

＝
７
月
12
日
（
土
）
～
13
日
（
日
）・

教
会
　
▽
東
京
聖
三
一
教
会
日
曜

学
校
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
＝
７
月
13
日

（
日
）
・
教
会
　
▽
小
金
井
聖
公
会

＝
７
月
18
日
（
金
）
～
19
日
（
土
）･

奥
多
摩
　
▽
神
愛
教
会
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
＝
７
月
19
日(

土)

～
21

日
（
月
）
・
小
山
祈
り
の
家
　
▽
浅

草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
・
葛
飾
茨
十
字

教
会
＝
東
関
東
聖
公
会
合
同
キ
ャ

ン
プ
へ
合
流
・
７
月
25
日
（
金
）
～

27
日
（
日
）

《
08
フ
ェ
ス
タ
・
コ
ー
ナ
ー
》

　
礼
拝
に
集
う
一
人
一
人
が
、
何
ら

か
の
仕
方
で
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い

る
と
い
う
、「
参
加
の
実
感
」
を
も
て

る
よ
う
に
企
図
し
て
い
ま
す
。

　
　『
祈
祷
書
』
に
お
け
る
、
司
式
者

に
向
け
た
会
衆
の
応
答
句
に
因
む

「
あ
な
た
と
と
も
に
」と
い
う
テ
ー
マ

は
、
会
衆
で
あ
る
「
あ
な
た
」
と
「
と

も
に
」
神
を
賛
美
し
よ
う
と
い
う
呼

び
か
け
で
す
。
ぜ
ひ
「
あ
な
た
」
も
、

聖
歌
隊
や
聖
笛
隊
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。「
あ
な
た
」の
奏
で
る
音
、声
、

祈
り
を
響
き
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
子

ど
も
た
ち
に
、「
リ
コ
ー
ダ
ー
持
っ
て

礼
拝
に
行
こ
う
」
と
声
か
け
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
奏
で
る
聖
歌
等
は
近

く
発
表
し
ま
す
の
で
、
夏
休
み
に
練

習
で
き
ま
す
ね
。
　

　 

　《
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
》
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【
学
び
と
働
き
か
ら
】
81

　
教
区
主
教
、
ラ
ン
ベ
ス
会
議
へ

　
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
招
集
に
よ

り
10
年
ご
と
に
開
か
れ
る
全
聖
公
会

主
教
会
議
…
。７
月
16
日
か
ら
８
月

３
日
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー･

ケ
ン
ト
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
な
わ
れ
、植
田

仁
太
郎
教
区
主
教
も
参
席
す
る
。出

発
に
備
え
て
多
忙
な
主
教
に
、会
議

の
骨
子
な
ど
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

　
―
―
今
回
の
会
議
、ど
の
よ
う
な

性
格
を
も
つ
の
で
し
ょ
う
。

　
主
教
　
前
回
は
、世
界
と
教
会
に

か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て

賛
否
を
問
い
、「
決
議
」す
る
こ
と
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、そ
の
あ
た
り

を
反
省
し
て
決
議
を
避
け
る
よ
う
な

方
向
で
進
む
の
で
は
…
。

　
―
―
決
議
し
て
も
各
管
区
な
ど
に

は
拘
束
力
が
及
ば
な
い
か
ら
、と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　
主
教
　
そ
れ
も
あ
り
ま
す
が
権
威

あ
る
「
決
定
機
関
」
と
い
う
よ
り
、
主

教
た
ち
が
互
い
に
理
解
し
合
う
機
会

に
し
て
い
く
と
い
う
意
味
で
す
。
例

え
ば
、
同
性
愛
聖
職
や
同
性
間
の
結

合
の
容
認
問
題
に
つ
い
て
も
…
。
初

期
の
時
代
と
違
っ
て
今
は
８
百
人
も

の
主
教
た
ち
が
集
ま
る
よ
う
な
状
況

で
す
か
ら
、
議
論
は
で
き
て
も
全
聖

公
会
の
方
向
を
決
議
す
る
と
い
う
の

は
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
―
―
約
20
日
間
、
ど
う
い
っ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
…
。

　
主
教
　
毎
朝
・
夕
の
礼
拝
、
修
養

会
、
聖
書
研
究
、
勉
強
会
、
そ
し
て
最

小
限
の
決
議
へ
向
け
た
議
論
…
。
聖

書
研
究
は
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
が
テ
キ
ス

ト
で
、
こ
れ
だ
け
（
と
見
せ
て
下
さ

り
）
部
厚
い
資
料
が
届
い
て
い
ま
し

て
、
事
前
学
習
も
大
変
で
す
。

　
―
―
勉
強
会
そ
の
ほ
か
で
は
…
。

　
主
教
　
聖
公
会
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
、
福
音
と
宣
教
、
他
教
派
・
他
宗

教
と
の
関
係
、環
境
問
題
、人
間
の
性

…
な
ど
に
主
教
が
ど
う
か
か
わ
る
べ

き
か
に
つ
い
て
、
講
師
を
招
い
て
学

ぶ
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
ほ

か「
聖
公
会
契
約
」の
成
文
化
に
つ
い

て
も
諮
ら
れ
ま
す
。す
で
に
そ
の「
契

約
」
草
案
が
送
ら
れ
て
き
て
い
ま
す

が
、日
本
聖
公
会
と
し
て
は
、多
様
性

の
中
の
一
致
を
守
り
、
分
裂
な
ど
に

至
ら
な
い
で
済
む
よ
う
な
対
応
と
か

基
本
的
合
意
に
は
同
意
で
き
ま
す
け

れ
ど
も
、「
契
約
」
と
い
っ
た
形
で
の

合
意
の
必
要
性
そ
の
も
の
に
必
ず
し

も
賛
成
で
な
い
こ
と
、
確
認
し
合
っ

て
い
ま
す
。

　  

　［
ご
帰
国
後
、リ
ポ
ー
ト
を
連
載
］


